
令和６年 3 月 12 日 

令和５年度 保護者アンケートの結果について 

 富山短期大学付属みどり野幼稚園 

保護者の皆様には、ご多忙の中、アンケートにご協力をいただき、ありがとうございました。 

一部アンケートに空欄の質問等がありご迷惑をおかけしました。申し訳ありませんでした。 

簡単ではありますが、取り急ぎ、結果について、ご報告いたします。皆様からいただきました貴重なご意

見を真摯に受けとめ、感謝するとともに、ご提言いただいた点の改善に努めていきたいと思っております。 

なお、本結果を園の自己評価及び関係者評価に活かし、改めて HP 上でその結果を公表する予定です。 

                               回答数 ７２件（昨年度 69 件） 

Ⅰ 本園の基本方針や教育目標について  上段は今年度、下段は昨年度の数値 （％） 

Aよくあてはまる  Bややあてはまる  Cどちらともいえない  Dあまりあてはまらない  Eまったくあてはまらない 

 A B C D E 

〇園は教育目標や教育方針をわかりやすく伝えている。    

７４ ２５ 1 ０ ０ 

７６ ２３ １ ０ ０ 

 〇園が掲げる教育目標は、子どもの育ちに活かされている。(項目別に回答） 

①  心も体もいきいきとした子ども 
８２ １７ １ ０ ０ 

８９ １０ １ ０ ０ 

②  自分の思いや考えにもとづいて、園の生活に取

り組む子ども 

８５ １４ １ ０ ０ 

８６ １０ 3. ０ ０ 

③  友だちと共に園の生活を楽しみ,意欲的に行動す

る子ども 

８５ １３ ２ ０ ０ 

８４ １５ １ ０ ０ 

④  身近な自然や人との関わりに心を動かし、感じた

事や考えた事を素直に表現する子ども 

８５ １１ ４ ０ ０ 

８４ １３ ３ ０ ０ 

  

Ⅱ 教育内容について 

 A B C D E 

子どもの発達や、興味･関心に応じた教育が行われている 
８１ １８ 1 ０ ０ 

８４ １２ ４ ０ ０ 

一人一人の個性を大切にし、意欲や自信が持てるようにして

いる。 

８２ １４ ４ ０ ０ 

８５ ９ ６ ０ ０ 

集団生活に必要なきまりや約束の大切さを指導している。 
６９ ２５ ６ ０ ０ 

７４ ２２ ４ ０ ０ 

生活や遊びにふさわしい保育環境を構成するように努めて

いる。 

８１ １８ １ ０ ０ 

８７ １０ ３ ０ ０ 

子どもが安全に心地よく過ごすための配慮（衛生環境、 

事故防止、避難訓練など）に努めている。 

７２ ２１ ６ １ ０ 

７６ ２３ １ ０ ０ 

子どもの視点に立ち、遊びを中心とした多様な経験ができる

よう努めている。 

８３ １４ ３ ０ ０ 

８９ ７ ４ ０ ０ 

保護者や地域の人々の交流など、多様な人とのふれあいを

大切にしている。 

５３ ２６ １１ ０ ０ 

４８ ４１ １０ １ ０ 



 本園の教育目標の周知と子どもの育ち、本園の教育内容について、概ね「よくあてはまる」「ややあてはまる」

の評価を得ました。「よくあてはまる」の回答が増えるよう努めていきたいと思います。「保護者や地域の人々な

ど、多様な人とのふれあい」に関する項目について、教育内容の検討を進めたいと思います。また「集団生活に

必要なきまりや約束の大切さの指導」「子どもが安全に心地よく過ごすための配慮」に関する項目について、十分

に保護者の方々との話し合いを行い、どのような保育が望ましいかを検討し、改善していきたいと思います。 

 

Ⅲ 家庭との連携、子育て支援、学園資源の活用 

 A B C D E 

 園全体に、いつでも気軽に相談できる雰囲気があり、適

切な対応をしている。 

７１ ２５ ４ ０ ０ 

７２ １９ ９ ０ ０ 

園は、主として保護者を対象とした幼稚園の情報（行事予

定、クラスだより等）を適切に伝えている。 

７２ ２５ ３ １ ０ 

７７ １９ ３ １ ０ 

 園行事や教育活動などで保護者が参加する機会を設

け、一緒に子育てをしようとしている。 

７９ １８ ３ ０ ０ 

７５ ２３ ２ ０ ０ 

 子育てに関する相談や未就園児親子クラブの実施等、

子育て支援に努めている。 

８２   １５ ３ ０ 0 

８３ １５ １ １ ０ 

 預かり保育や保育時間の延長等、就労や家庭の事情に

配慮したサービスがある。 

７１ ２４ １ ４ ０ 

７４ １５ ９ １ １ 

大学・短大や高校等、富山国際学園内の人材（教員・学

生・生徒）及び施設･設備を有効に活用している。 

５２ ３９ ８ １ ０ 

６１ ３５ ４ ０ ０ 

 家庭との連携、子育て支援については概ねご理解をいただいているようですが、日頃のコミュニケーションや

情報発信等に不十分さを感じておられるようです。預かり保育利用や２号認定の方、バス利用の方など、多様な

状況をふまえたコミュニケーションのあり方について、十分に検討していきたいと思います。子育て支援につい

ても、幼稚園型の認定こども園である本園が有する人的資源や環境の中で、最大限の支援が行えるよう、引き続

き努力していきたいと考えます。学園内の施設・人材活用については、さらなる活用を希望されています。「多様

な人との交流」という点でも、まずは学園内での交流を進めていきたいと考えており、次年度の計画にいかして

まいります。 

 

Ⅳ 自由記述の内容から  

  ２９件の記述をいただきました。主な内容は以下の 5項目に関することでした。 

 詳細な意見について、簡単なコメントを添えたものを、直接、保護者の方に紙面にて配付いたします。 

１ 給食に関すること 

 ２ 送迎時の駐車に関すること 

３ 園からの情報発信、連絡等について（おたより、ブログ、登降園時のコミュニケーション等） 

４ 行事等について 

 ５ 教育内容について 

 ６ 父親の会や保護者会の活動について  

 ７ 預かり保育・２号等の保育について 

 ８ 満３歳児の受入れについて  

 ９ その他 （不審者対応、地震対策、学生によるイベント周知など） 


